
「薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会」
2022.1.25（Tue）

被害者運動史の検討

1

本郷 正武 Masatake HONGO

桃山学院大学社会学部社会学科 准教授
mhongo@andrew.ac.jp

Administrator
テキストボックス
資料２－３



自己紹介

桃山学院大学社会学部准教授（2019.4〜）

医療社会学、社会運動論

特に、薬害エイズに関する被害者や医師
へのインタビュー調査研究（2004〜）

単著『HIV/AIDSをめぐる集合行為の社会
学』（2007年、ミネルヴァ書房）

日本学術振興会科学研究費（基盤研究(B)）
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薬害とは何か？

被害者運動の歴史

・いつから薬害被害者は「薬害」「被害者」

「になる」のか？

＝薬害の理解、被害者認識を問う

・なぜ現代型訴訟を採るようになったのか

＝公害から薬害への被害者運動

手法の伝承（？）

日本固有の薬害問題の本質を問う 3

＝Becoming Victims



今年度の調査研究

被害者運動史の検討

・全国薬害被害者団体連絡協議会（薬被

連）加盟団体の薬害問題に関する先行

研究（書籍、論文）のレビューと収集

→薬害をめぐるテーマ・トピックの

推移の確認と選定

・加盟団体以外の先行研究のレビュー

→薬害問題の外延を確定させる
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経過報告と今後の課題

得られた課題・論点

・薬害の定義問題

＝単なる「医薬品による健康被害」

＝薬害＝健康被害＋生活上の被害

・公害問題など背景となる他のイシューと

の関連を検討する必要性

「記録」と「展示」に

指針を与える薬害定義をめざす 5




